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いやしの郷 トライアスロン大会
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町 長 の 行 動

表紙の写真コメント
「第1回 愛南町いやしの郷

トライアスロン大会」は、選手、ボ

ランティアスタッフ、地元住民の

方々が一体となった感動あふれる、

熱い大会となりました。
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5月　南宇和猟友会総会（15日）・
四国西南地域における高速交通
網の整備促進に向けた懇談会(15
日 宿毛市 )、全国治水砂防協会
総会・道路要望 (16日 東京都 )、
愛大医学祭 (19日 松山市 )、町
消防団城辺方面隊第1分団城辺
下支部詰所落成祝賀会 (20日 )、
四国西南サミット (21日 八幡浜
市 )、県市町村職員年金者連盟
南宇和支部総会 (22日 )、県防犯
協会連合会通常総会 (22日 松山
市 )、町人権教育協議会総会 (23
日 )、宇和島地方農業共済組合総
代会 (24日 宇和島市 )、国道56
号一本松宇和島間整備促進協議
会総会・四国西南地域道路整備
促進協議会総会 (25日 )、愛南び
やびや祭り2012(27日 )、更生保
護女性会総会 (28日 )、県土木協
会通常総会 (29日 松山市 )、四
国縦貫横断自動車道建設促進協
議会総会 (30日 伊予市 )、宇和
島地区広域事務組合議会臨時会
(31日 宇和島市 )など
6 月　四国総合通信局記念式典
(1日 松山市 )、交通安全こども・
高齢者自転車南宇和地区大会 (2
日 )、県消防操法南宇和地区大
会 (3日 )、県市町連携推進本部
会議 (4日 松山市 )、サンパール
観光 (株 )定時取締役会 (25日 )、
町村会係長研修講演 (6日 松山
市 )、サンパール観光 (株 )臨時
取締役会・農業再生協議会総会・
担い手育成総合支援協議会・南
宇和広域営農団地推進協議会 (8
日 )、いやしの郷トライアスロン
大会 (9日 )、関東南高同窓会 (10
日 東京都 )、県公有林野対策協
議会理事会・総会(11日 松山市)、
県警察定期総会 (12日 松山市 )、
社明運動推進委員会 (15日 )、城
辺剣道練成大会 (17日 )など

中村時
ときひろ

広県知事と中田
県議会議員が、「愛南町
いやしの郷トライアスロ
ン大会」終了後、西海地
域の石垣の里を訪れまし
た。中村知事は、鹿島で
シーウォーカーも体験さ
れるなど愛南町の自然を
満喫されました。(6/9)

南レク城辺球場で、西瀬
戸7県の66チーム304名の
選手が参加し、「第10回
西瀬戸グラウンドゴルフ
交流大会」が開催されま
した。大会初日には交歓
パーティーが催され、参
加者は愛南町の特産品を
使った料理を囲み、交流
を深めました。(5/18～
20)

御荘湾片の浜でボラン
ティア清掃が行われ、南
宇和ライオンズクラブ
(森岡知

と も あ き

昭会長)の会員や
御荘中学校の生徒12名な
ど合計102名が干潟や岸
壁に打ち上げられた流木
や空き缶などを回収しま
した。(6/3)

久良小学校の5・6年生17
名が、大浜沖でヒラメの
稚魚6,000匹を放流しま
した。このヒラメ稚魚の
放流は、久良漁協(竹田
英
ひ で の り

則組合長)が、海洋資
源の大切さを児童に学ん
でもらおうと毎年実施し
ています。(5/21)

あいなん幼稚園で、当園
PTA主催によるバザーが
行われました。バザーに
は、保護者手づくりの
クッキーやマドレーヌな
どのお菓子、各家庭から
持ち寄った日用品などが
数多く出品され、会場は
大勢の来場者で賑わいま
した。(6/8)

愛媛県総合運動公園で、
「第7回愛媛県障害者ス
ポーツ大会」が開催され
ました。大会には、愛
南町の選手団25名を含む
1,700名余りの選手が参
加して各種競技を行い、
気持ちの良い汗を流しま
した。(5/27)

ひろし

愛南トピックス
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愛は南から

愛南トピックス

目次＆注目記事

笑顔いっぱい。
愛なんっこ

愛南
こみゅにけーしょん

元気いっぱい
アイ・あい・愛ランド

あいなん掲示板

町政フラッシュ

愛南びやびや祭り2012

南レクロッジ駐車場
で行われた「愛南び
やびや祭り2012」は
晴天に恵まれ、約2万
5千人が来場しまし
た。(5/27)
【P4～5参照】

p3

p4

p22

p26

p24

p23

第1回 愛南町いやしの郷
トライアスロン大会

p19

あけぼのグラウンドで行われた「愛媛県消
防操法南宇和地区大会」では、小型ポン
プ・ポンプ車の両部門で、城辺方面隊が前
回大会に引き続きアベック優勝を果たしま
した。(6/3)【P6参照】

愛媛県総合運動公園ほかで開
催された「第36回全日本少年
サッカー愛媛県大会」で、平
城サッカークラブがベスト4に
進出しました。(6/2・10)
【P23参照】

西海地域で「第1回 愛南町いやしの郷トライアスロン大会」
が開催されました。大会終了後にはサンパールでアワード
パーティーが催され、参加した選手の皆さんは、愛南町の海
の幸や山の幸を堪能しました。(6/9)【P19～21参照】
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愛南

びやび
や祭り

2012
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愛
南
町
の
旬
の
特
産
品
を
P
R
す
る
物
販
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
今
年
も
「
愛
南
び
や
び
や
祭
り

2
0
1
2
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
絶
好
の
イ
ベ
ン
ト
日
和
に
恵
ま
れ
、
ま
た
、
四
国
横

断
自
動
車
道 

西
予
宇
和
IC
〜
宇
和
島
北
IC
間
の
開
通
も
あ
っ
て
県
内
外
か
ら
開
催
史
上
最
多
の
約

2
万
5
千
人
が
来
場
し
、
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

南
レ
ク
ロ
ッ
ジ
駐
車
場
で
開
催
さ
れ
た
「
愛
南
び
や
び
や
祭
り
2
0
1
2
」
は
、
前
日
水
揚
げ
さ

れ
た
約
1,
5
0
0
本
の
カ
ツ
オ
が
格
安
で
販
売
さ
れ
、
新
鮮
な
カ
ツ
オ
を
求
め
て
多
く
の
買
い
物

客
で
行
列
が
で
き
ま
し
た
。
特
産
品
販
売
ブ
ー
ス
で
は
、
カ
ツ
オ
の
刺
身
や
わ
ら
焼
き
の
た
た
き
、

じ
ゃ
こ
カ
ツ
、
ヒ
オ
ウ
ギ
貝
や
岩
ガ
キ
の
浜
焼
き
、
愛
南
ゴ
ー
ル
ド
（
河
内
晩
柑
）
な
ど
、
新
鮮
な

水
産
物
や
農
産
物
、
愛
南
町
な
ら
で
は
の
郷
土
料
理
や
手
料
理
な
ど
、
数
多
く
の
自
慢
の
品
々
が
販

売
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
「
愛
南
ゴ
ー
ル
ド
生
搾
り
体
験
コ
ー
ナ
ー
」
や
御
荘
湾
で
の
「
カ
ヌ
ー

&
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
体
験
」
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
続
い
て
、
子
ど
も
た
ち
に
絶
大
な
人
気
を

誇
る
「
特
命
戦
隊
ゴ
ー
バ
ス
タ
ー
ズ
シ
ョ
ー
」
や
愛
媛
大
学
生
企
画
の
「
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
ぎ
ょ

シ
ョ
ッ
ク
」
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

「
び
や
び
や
」
と
は
、
「
新
鮮
な
」
「
と
れ
た
て
」
と
い
う
意
味
の
愛
南
町
の
浜
言
葉
で
す
。
来
場
者
の
方
々
に
は
と

れ
た
て
の
「
海
の
幸
」
や
「
山
の
幸
」
、
そ
し
て
愛
南
町
の
人
情
味
あ
ふ
れ
る
豊
か
な
風
土
を
十
分
味
わ
っ
て
い
た
だ

け
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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消
防
団
の
技
術
を
競
う

救
助
技
術
を
競
う

◆
消
防
署
か
ら

 6/
     3

　

あ
け
ぼ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
「
第
28

回
愛
媛
県
消
防
操
法
南
宇
和
地
区
大

会
」
が
行
わ
れ
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部

と
ポ
ン
プ
車
の
部
に
、
各
地
域
の
方

面
隊
か
ら
10
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
放

水
操
作
の
技
術
を
競
い
ま
し
た
。
各

チ
ー
ム
と
も
、
こ
の
大
会
に
備
え
て

連
日
連
夜
続
け
て
き
た
厳
し
い
練
習

の
成
果
を
、
数
分
の
競
技
に
集
約
し

ま
し
た
。
今
後
と
も
操
法
技
術
の
向

上
と
消
防
活
動
に
関
す
る
知
識
や
技

術
の
習
得
を
図
り
、
住
民
の
安
全
・

安
心
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
で
優
勝
し
た

チ
ー
ム
は
、
７
月
29
日（
日
）に
開
催

さ
れ
る
県
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

小
型
ポ
ン
プ
の
部

　

優　

勝　

城
辺
方
面
隊

　
　
　
　
　

第
３
分
団
垣
内
支
部

　

準
優
勝　

内
海
方
面
隊

　
　
　
　
　

第
３
分
団

ポ
ン
プ
車
の
部

　

優　

勝　

城
辺
方
面
隊

　
　
　
　
　

第
１
分
団
城
辺
中
支
部

　

準
優
勝　

御
荘
方
面
隊

　
　
　
　
　

第
１
分
団
平
城
支
部小型ポンプの部優勝

城辺方面隊　第3分団垣内支部
ポンプ車の部優勝

城辺方面隊　第1分団城辺中支部
　

愛
南
消
防
署
で
、
消
防
救
助
技
術

指
導
会
署
内
選
考
会
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
選
考
会
に
出
場
し
た
隊
員

は
日
頃
培
っ
た
体
力
、
精
神
力
、
技

術
力
を
発
揮
し
、
は
し
ご
登
は
ん
、

ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ
ジ
渡
過
や
基
本
泳
法

の
各
競
技
で
迅
速
か
つ
安
全
・
確
実

な
救
助
技
術
を
競
い
ま
し
た
。
な
お
、

署
内
選
考
会
で
選
出
さ
れ
た
隊
員
は
、

７
月
11
日（
水
）に
松
山
市
で
開
催
さ

れ
る
「
第
41
回
消
防
救
助
技
術
四
国

地
区
指
導
会
」
に
出
場
し
ま
す
。

 6/
     6

ロープブリッジ渡過
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
つ
い
て

◆
町
民
課
か
ら

愛
南
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
２

◆
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

■
被
保
険
者
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

　

現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証
（
オ

リ
ー
ブ
色
）
の
有
効
期
限
は
、
７

月
31
日（
火
）ま
で
で
す
。
８
月
１
日

（
水
）か
ら
は
、
新
し
い
被
保
険
者
証

（
薄
桃
色
）
に
変
わ
り
ま
す
。

対
象
者

・
75
歳
以
上
の
方

・
65
歳
以
上
75
歳
未
満
で
、
一
定
の

障
害
が
あ
る
方
（
本
人
の
申
請
に
基

づ
き
、
愛
媛
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
の
認
定
を
受
け
た
方
）

一
部
負
担
割
合　

１
割
又
は
３
割　

 

※
平
成
23
年
中
の
所
得
に
よ
っ
て
決

定
し
ま
す
。

交
付
時
期 

　

新
し
い
被
保
険
者
証
は
７
月
下
旬

に
郵
送
し
ま
す
。
８
月
直
前
に
な
っ

て
も
届
か
な
い
場
合
や
不
明
な
点
が

あ
る
場
合
は
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
な

お
、
８
月
以
降
新
た
に
75
歳
と
な
る

方
の
被
保
険
者
証
は
、
誕
生
月
の
前

月
又
は
誕
生
月
の
上
旬
に
郵
送
し
ま

　

町
内
の
小

学
生
な
ど
を

対
象
に
、
田

舎
体
験
の
楽

し
み
を
通
し

て
食
の
大
切

さ
や
農
林
漁

業
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

地
域
の
活
性
化
を
目
的
と
し
て
「
愛

南
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
フ
ェ
ス

タ
２
０
１
２
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

７
月
29
日（
日
）10
時
〜
14
時

場
所　

旧
満
倉
小
学
校

内
容　

竹
細
工
、
こ
け
玉
作
り
、
真

珠
・
貝
殻
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
、
ピ
ザ

焼
き
体
験
、
ア
マ
ゴ
の
つ
か
み
取
り
、

し
ば
も
ち
・
花
も
ち
作
り
体
験
、
愛
南

ゴ
ー
ル
ド
生
搾
り
体
験
、
い
な
か
料

理
レ
ス
ト
ラ
ン
、
餅
ま
き
な
ど
。
ま

た
、
特
別
行
事
と
し
て
「
鬼
北
町
愛

治
ち
ん
ど
ん
」
や
愛
媛
県
お
魚
マ
マ

さ
ん
に
よ
る
「
お
さ
か
な
人
形
劇
」

も
行
い
ま
す
。

問
合
せ　

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

（
℡
７
２
―

７
３
１
１
）

す
。
新
し
い
被
保
険
者
証
が
届
い
た

ら
、
住
所
・
氏
名
や
一
部
負
担
割
合

な
ど
を
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証

　

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」
も
、
７
月
31
日（
火
）が

有
効
期
限
で
す
。
現
在
保
有
し
て
い

て
次
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
方

は
、
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

新
規
に
交
付
が
必
要
な
場
合
は
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

※
要
件

①
保
険
料
の
滞
納
が
な
い
方

②
平
成
24
年
度
の
住
民
税
が
非
課
税

の
世
帯

■
保
険
料
通
知
書
の
送
付

　

平
成
24
年
度
の
保
険
料
額
決
定
通

知
書
を
７
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

保
険
料
は
、
一
人
一
人
に
等
し
く
か

か
る
「
均
等
割
額
」
と
、
所
得
に
応
じ

た
「
所
得
割
額
」
の
合
計
額
で
す
。

・
10
円
未
満
を
切
り
捨
て
た
額
で
、

限
度
額
は
55
万
円
で
す
。

・
世
帯
の
所
得
に
応
じ
、
均
等
割
額

の
９
割
・
8.5
割
・
５
割
・
２
割
が
軽

減
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
所
得
割
額
を
負
担
す
る
方
の
う

ち
、
基
礎
控
除
後
の
総
所
得
金
額
等

が
58
万
円
以
下
の
方
は
、
所
得
割
額

が
５
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

・
制
度
に
加
入
す
る
前
日
に
、
会
社

の
健
康
保
険
な
ど
の
被
扶
養
者
だ
っ

た
方
は
、
所
得
割
額
の
負
担
は
な

く
、
均
等
割
額
も
９
割
軽
減
さ
れ
ま

す
。

※
詳
し
く
は
、
被
保
険
者
証
と
一
緒

に
郵
送
さ
れ
る
「
制
度
の
ご
案
内
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

町
民
課（
℡
７
２
―

７
３
０
０
）

　

税
務
課（
℡
７
２
―

７
３
０
１
）

所
得
割
額

基
礎
控
除（
33
万
円
）後
の
前
年
の

総
所
得
金
額
等
×
８
・
７
２
％

＋

均
等
割
額　

４
４
，１
９
４
円

＝

一
人
当
た
り
の 

保
険
料（
年
額
）
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医療費助成制度についてお知らせします
◆町民課から

愛
南
ぎ
ょ
レ
ン
ジ
ャ
ー
の

ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
販
売
し
ま
す

◆
水
産
課
水
産
振
興
室
か
ら

重度心身障害者医療費助成制度 母子家庭医療費助成制度

内容

重度心身障害の方が医療機関で受診した場

合に医療費の自己負担分を助成する制度で

す。

母子家庭の方が医療機関で受診した場合に

医療費の自己負担分を助成する制度です。

対象

①身体障害者手帳1級・2級の交付を受け

ている方

②療育手帳Ａ判定の交付を受けている方

③身体障害者手帳3級～6級に該当し、療

育手帳Ｂ（医）判定の交付を受けている方

①母子家庭の母及び20歳未満の子ども

②母子家庭の20歳以上の子で大学等に在

学中の方

③準母子家庭（祖母と孫、姉と弟妹）

①～③の対象のうち、子どもの生計を維持

していること、母親に所得税が課税されて

いないことが条件です。

※所得税は当分の間、年少扶養控除等廃止

前の規定を適用する経過措置を設けていま

す。所得税の判定は、控除廃止前の規定に

よって再計算するため、源泉徴収票等で課

税状態である方も該当する場合があります

ので、問合せください。

申請に必

要なもの

健康保険証・印鑑・身体障害者手帳又は療

育手帳

健康保険証・印鑑（転入の場合は前住所地

の所得課税証明書、子が20歳以上の場合

は在学証明書が必要です。）

※年度が変わり扶養や収入等の増減により

所得税が非課税になった場合は、新たに申

請が必要です。

病院にか

かるとき

医療機関窓口に健康保険証と重度心身障害者医療費受給者証（又は母子家庭医療費受

給者証）を提示してください。

※愛媛県外の病院にかかるときは、事務手続が異なります。

届出が必

要なとき

・住所や氏名が変わったとき

・障害認定等級の変更があったとき

・更新手続のとき※など

・住所や氏名が変わったとき

・子どもが20歳に達したとき

・更新手続のとき※など

※更新手続が必要な方には個別に更新申請書を郵送していますので、更新手続をして

ください。

問合せ　町民課（℡７２－７３００）
　

今
年
も
愛
南
ぎ
ょ
レ
ン
ジ
ャ
ー
ポ

ロ
シ
ャ
ツ
の
受
注
販
売
を
行
い
ま
す
。

※
売
上
げ
の
一
部
は
、
愛
南
町
ぎ
ょ

し
ょ
く
教
育
普
及
事
業
に
使
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

デ
ザ
イ
ン
等
の
例

・
カ
ラ
ー
生
地
の
右
胸
に

　

ラ
バ
ー
プ
リ
ン
ト

　

１
着　

２
，０
０
０
円（
税
込
）

・
白
生
地
の
右
胸
と
背
中
に
プ
リ
ン
ト

　

１
着　

２
，５
０
０
円（
税
込
）

申
込
期
限　

７
月
31
日（
火
）

申
込
み
・
問
合
せ

　

水
産
課
水
産
振
興
室

（
℡
７
２
―

７
３
０
５
）

今年は、
7人バージョンで
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「
船
舶
職
員
養
成
講
習
」の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

◆
水
産
課
か
ら

平
日
夜
間
時
間
外
急
患
コ
ー

ナ
ー
の
開
設
に
つ
い
て

◆
県
立
南
宇
和
病
院
か
ら

　

船
舶
職
員(
船
長
、
航
海
士
、
機

関
長
、
機
関
士
等)

に
関
す
る
「
海

技
免
許
」
の
取
得
の
た
め
、
免
許
講

区分
項目 船舶職員養成講習（4、5級海技士）

申込期間 7月2日（月）～9月14日（金）

講習期間 9月28日（金）～11月26日（月）

※国家試験11月27日（火）～12月１日（土）

講習場所 愛南町役場内海支所（DE･あ･い･21）

対象者 雇用船員、船員保険任意継続加入者及び離職船員

定員 航海科25名、機関科25名

受講料 無料（ただし、交通費、食費、宿泊費、教科書代及び受験費用等は

個人負担）

事前に提

出する書

類

①受講申込書（愛南町提出用）

②訓練受講申込書（SECOJ提出用）

③船員手帳の履歴の写し及び乗船履歴証明の写し（必要に応じて）

講習開始

時に持参

するもの

①住民票2通（本籍地記載のもの）

②船員手帳

③海技免状（保持者のみ）

④乗船履歴証明（必要に応じて）

⑤写真6枚（6か月以内に撮影した無帽かつ正面上半身無背景のもの

で縦3㎝×横3㎝、スピード写真は不可です。裏面に氏名及び生年

月日を記載してください。）

⑥印鑑

⑦受講決定通知書（SECOJから送付されたもの）

⑧船員保険被保険者証（雇用船員、船員保険任意継続加入者のみ）

⑨受講指示書（離職船員で職安から受講指示書が出ている方のみ）

実施機関 （財）日本船員福利雇用促進センター(SECOJ)

習
を
開
催
し
ま
す
。(

受
講
者
が
少

な
い
場
合
は
、
中
止
に
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。）

申
込
み
・
問
合
せ

　

水
産
課（
℡
７
２
―

７
３
１
２
）

※
詳
し
く
は
、
愛
南
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

県
立
南
宇
和
病
院
の
常
勤
医
師
が

今
年
４
月
か
ら
２
名
減
少
し
、
８
名

と
な
り
ま
し
た
。
特
に
内
科
は
２
名

だ
け
と
な
り
、
患
者
さ
ん
の
多
く
を

占
め
る
内
科
の
診
療
業
務
に
支
障
を

き
た
す
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
常

勤
医
師
が
外
来
診
療
と
入
院
診
療
に

加
え
、
当
直
業
務
を
行
う
こ
と
は
非

常
に
重
い
負
担
に
な
り
ま
す
。
当
院

で
は
こ
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

に
、
常
勤
内
科
医
は
当
直
業
務
か
ら

外
し
、
待
機
業
務
に
専
念
さ
せ
る
こ

と
に
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
伴
い
、

ほ
か
の
常
勤
医
の
当
直
回
数
が
増
加

し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
当
直
業
務
の
負
担
を
少

し
で
も
軽
減
す
る
た
め
に
７
月
か
ら

南
宇
和
郡
医
師
会
の
先
生
方
に
毎
週

木
曜
日
の
18
時
か
ら
22
時
ま
で
の

間
、
当
院
の
救
急
室
に
出
向
い
て
い

た
だ
き
、
急
患
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
院
で
は
、
時
間
外
の
患
者
さ
ん

の
約
80
％
を
軽
症
患
者
さ
ん
が
占
め

て
お
り
、
急
患
コ
ー
ナ
ー
で
は
こ
の

よ
う
な
一
次
救
急
患
者
さ
ん
の
対
応

を
し
ま
す
。

　

医
師
不
足
が
年
々
進
む
愛
南
町
の

救
急
医
療
は
限
界
に
達
し
て
い
ま

す
。
地
域
医
療
が
崩
壊
し
な
い
よ
う

に
守
っ
て
い
く
の
は
医
師
の
み
で
は

な
く
、
地
域
住
民
の
皆
様
の
ご
協
力

が
不
可
欠
で
す
。
ど
う
ぞ
適
正
受
診

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
合
せ　

県
立
南
宇
和
病
院

(

℡
７
２
―

１
２
３
１)

第
１
回
糖
尿
病
教
室
の
ご
案
内

内
容　

講
話
「
上
手
に
糖
尿
病
と

つ
き
あ
う
た
め
に
」

講
師　

内
科
医
師　

髙
山
裕ゆ

う

司じ

日
時　

７
月
26
日（
木
） 

　
　
　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

場
所　

県
立
南
宇
和
病
院

　
　
　

２
階
大
会
議
室

参
加
料　

無
料

問
合
せ　

県
立
南
宇
和
病
院

（
℡
７
２
―

１
２
３
１
）

（
内
線
２
４
５
０
）
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四
国
西
南
地
域
の

高
速
道
路
整
備
に
向
け
て

◆
建
設
課
か
ら

平
成
24
年
10
月
21
日（
日
）は

「
愛
南
町
長
選
挙
」の
投
票
日

で
す

◆
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら

★《しつけ》という虐待
　あるおばあちゃんから相談がありました。
『１歳６か月の孫が長時間大泣きをしているので、見にい
きました。入口は一つですが、二世帯住宅です。
おばあちゃん：どうしてこんなに泣いているの。子どもが

泣く時は、何かを訴えているのだから。
お嫁さん　　：子どもに何を言ってもわかってくれないの

で、「マンマ、マンマ」と言っているけど、
ご飯を食べさせないのです。

おばあちゃん：もう夜の９時よ。大人でも我慢できないの
に。聞いてやって。

お嫁さん　　：今、世の中が変わりましたので私の《しつ
け》におばあちゃんが邪魔しないでください。

　このように私の言うことを受け入れてくれません。この
ままでは孫がかわいそうです。どうしたらいいでしょうか。』

　世の中が変わっても、今も昔も人間の基本
は不変です。
　そのようなお嫁さんを息子さんが吸い寄せ
たのですから、諦めないで、お嫁さんを焦ら
ず育て直ししてあげてくださいネ、とお話し
ました。（内田玲子）

内田玲子の「家庭の教育力」 ⑥

 5/
   25

　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
愛
南
町

を
は
じ
め
と
す
る
宇
和
島
圏
域
・
高

知
県
幡
多
圏
域
の
10
市
町
村
の
首
長

や
議
長
、
両
圏
域
に
関
係
す
る
国
会

議
員
、
県
議
会
議
員
及
び
商
工
会
、

商
工
会
議
所
や
青
年
会
議
所
な
ど
の

関
係
者
で
構
成
す
る
「
四
国
西
南
地

域
道
路
整
備
促
進
協
議
会
（
会
長 

清
水
雅
文
愛
南
町
長
）」
の
平
成
24

年
度
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

清
水
町
長
が
、
「
四
国
横
断
自
動

車
道 

西
予
宇
和
IC
か
ら
宇
和
島
北

IC
の
区
間
が
今
年
３
月
に
開
通
し
ま

し
た
。
ま
た
、
高
規
格
幹
線
道
路 

津

島
高
田
IC
か
ら
岩
松
IC
ま
で
の
3.5
㎞

の
区
間
は
、
平
成
26
年
度
末
の
完
成

を
め
ざ
し
て
順
調
に
工
事
が
進
ん
で

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
岩
松
か
ら
内
海

ま
で
の
10
・
３
㎞
が
、
昨
年
度
、
国
か

ら
新
規
事
業
と
し
て
示
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
今
後
の
整
備
促
進
に
期
待

を
し
て
い
ま
す
。
本
協
議
会
の
最
重

点
事
項
で
あ
る
四
国
西
南
地
域
の
高

規
格
道
路
に
お
い
て
も
『
真
に
必
要

な
道
路
・
命
の
道
』
と
し
て
、
い
ま

だ
見
通
し
が
立
っ
て
い
な
い
内
海
〜

宿
毛
間
な
ど
、
四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
早
期
整
備
に
関
す
る
要
望

活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
県

境
付
近
の
国
道
56
号
一
本
松
視
距
改

良
事
業
の
早
期
整
備
要
望
等
も
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
」

と
開
会
の
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
平
成
23
年
度
の
事
業

報
告
や
収
支
決
算
報
告
を
行
っ
た
ほ

か
、
平
成
24
年
度
事
業
計
画
と
し

て
、
「
四
国
西
南
地
域
道
路
整
備
に

関
す
る
要
望
活
動
や
啓
発
活
動
を
行

う
こ
と
」
な
ど
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
会
に
先
立
ち
、
「
国
道
56

号
一
本
松
・
宇
和
島
間
整
備
促
進
協

議
会
」
の
総
会
が
あ
り
、
国
道
56
号

一
本
松
・
宇
和
島
間
の
道
路
整
備
促

進
要
望
や

道
路
整
備

に
必
要
な

啓
発
活
動

等
を
行
う

こ
と
を
決

定
し
ま
し

た
。

明
る
い
選
挙
、
き
れ
い
な
選
挙
、

み
ん
な
そ
ろ
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う

　

６
月
20
日
に
開
催
さ
れ
た
選
挙
管

理
委
員
会
に
お
い
て
、
平
成
24
年
10

月
30
日
任
期
満
了
の
「
愛
南
町
長
選

挙
」
は
、
10
月
16
日（
火
）告
示
、
21

日（
日
）を
投
票
日
と
す
る
こ
と
を
決

定
し
ま
し
た
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
広
報
「
あ
い

な
ん
」
９
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

問
合
せ　

選
挙
管
理
委
員
会

（
℡
７
２
―

１
２
１
１
）
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新
し
く
学
生
が

　

や
っ
て
き
ま
し
た

◆
愛
大
南
水
研
か
ら

救
急
現
場
の
現
状
を

学
び
ま
し
た

◆
あ
い
な
ん
小
児
医
療
を
守
る
会
か
ら

　

こ
の
春
も
、
海
洋
生
産
科
学
特
別

コ
ー
ス(

海
特
コ
ー
ス)

の
３
回
生
５

人
と
農
学
部
の
４
回
生
２
人
が
南
水

研
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
東
北
か
ら

九
州
ま
で
、
様
々
な
地
域
か
ら
愛
南

町
に
移
り
住
ん
で
活
動
を
始
め
て
い

ま
す
。
愛
南
町
を
は
じ
め
南
予
地
域

を
舞
台
に
、
大
い
に
活
躍
し
て
く
れ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

学
生
紹
介

【
海
特
３
回
生
】 

鎌
田　

翔し
ょ
う
た太

（
岩
手
県
出
身
）

　

愛
南
町
に
は
豊
か
な
水
産
資
源
が

あ
り
、
気
候
も
温
暖
で
住
み
や
す
い

町
だ
と
思
い
ま
し
た
。
南
水
研
で

は
、
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
や
貝
毒
の
研
究

を
し
た
い
で
す
。

小
林　

周
し
ゅ
う
へ
い

平
（
兵
庫
県
出
身
）

　

愛
南
町
と
い
う
自
分
の
育
っ
て
き

た
町
と
は
全
く
違
っ
た
環
境
で
水
産

業
に
つ
い
て
学
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

福
澤　

範の
り

明あ
き

（
鹿
児
島
県
出
身)

　

南
水
研
で
は
、
地
域
の
人
と
の
交

流
、
勉
強
に
励
ん
で
、
成
長
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

三
宅　
　

開か
い

（
島
根
県
出
身
）

　

釣
り
が
大
好
き
で
す
。
愛
南
町
に

来
た
の
も
何
か
の
縁
な
の
で
、
こ
の

海
に
囲
ま
れ
た
環
境
の
中
で
し
っ
か

り
学
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

矢
作
由ゆ

利り

子こ

（
宇
和
島
市
出
身
）

　

水
産
養
殖
技
術
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
特
に
宇
和
海
の
海
洋
環
境
の
保

全
に
関
心
が
あ
っ
て
、
愛
南
町
に

や
っ
て
き
ま
し
た
。
南
水
研
で
は
自

分
の
で
き
る
こ
と
に
精
一
杯
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
で
す
。

【
農
学
部
４
回
生
】

北
村　
　

脩
し
ゅ
う

（
松
山
市
出
身
）

　

海
の
生
物
が
好
き
で
、そ
れ
に
関
す

る
研
究
が
し
た
く
て
南
水
研
へ
来
ま

し
た
。こ
れ
か
ら
愛
南
町
の
一
員
と
し

て
地
域
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
で
す
。

坂
田　

潤じ
ゅ
ん
や弥

（
島
根
県
出
身
）

後列左から 矢作さん 三宅さん 福澤さん 坂田さん

前列左から 小林さん 北村さん 鎌田さん

　

「
救
急
現
場
の
現
状
を
知
り
た

い
」
と
思
っ
た
私
た
ち
は
、
愛
南
町

消
防
本
部
の
救
急
救
命
士
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
行
い
、
救
急
搬
送
態
勢

や
困
っ
た
事
例
な
ど
、
と
て
も
丁
寧

に
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
気
に
な
っ

　

卒
業
ま
で
の
わ
ず
か
一
年
間
で
す

が
、
愛
南
町
と
い
う
恵
ま
れ
た
環
境

で
勉
学
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

た
の
は
、
軽
症
で
も
救
急
車
を
呼
ぶ

ケ
ー
ス
や
、
県
立
南
宇
和
病
院
の
医

師
減
少
に
伴
い
、
町
外
の
病
院
へ
搬

送
す
る
ケ
ー
ス
が
増
加
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
他
日
行
っ
た
小
児
科
医
へ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
伺
う
こ
と
が
で

き
た
、
大
変
興
味
深
い
お
話
を
今
後

の
学
習
会
で
報
告
す
る
予
定
で
す
。

◆
「
あ
い
な
ん
小
児
医
療
を
守
る
会
」

で
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま

す
。
地
域
医
療
に
関
す
る
講
演
や
今

回
実
施
し
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
結
果

な
ど
「
守
る
会
」
の
活
動
報
告
を
行

い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

講
師　

櫃ひ
つ

本も
と　

真し
ん

聿い
ち

先
生
（
愛
媛
大

学
附
属
病
院
医
療
福
祉
支
援
セ
ン

タ
ー
長
）

日
時　

８
月
11
日(

土) 

13
時
〜
15
時

場
所　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

※
託
児
有
り
（
要
事
前
申
込
み
）

問
合
せ　

あ
い
な
ん
小
児
医
療
を
守

る
会
（
℡
７
３
―

２
２
８
８
）
プ
ラ

ザ
じ
ょ
う
へ
ん
内

 5/
   23
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む
し
歯
０
本
、

　
　
　

お
め
で
と
う

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

劇
団
ト
マ
ト
座 

「
子
象
物
語
」

上
演
の
お
知
ら
せ

◆
生
涯
学
習
課
か
ら

南
レ
ク
公
園
の
土
地
を

利
用
し
ま
せ
ん
か

◆
南
予
地
方
局
か
ら

　

愛
南
町
で
は
、
５
歳
児
健
診
で
む

し
歯
が
０
本
だ
っ
た
お
子
さ
ん
を
表

彰
し
て
い
ま
す
。

　

５
月
に
実
施
し
た
健
診
で
は
、
28

名
の
受
診
者
の
中
で
14
名
の
お
子
さ

ん
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
し
っ
か
り
歯
磨
き

を
し
て
、
き
れ
い
な
歯
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

   

好　

岡　

美み　

優ひ
ろ

ち
ゃ
ん 

（
柏
）    

 

末　

弘　

力り
き　

也や

く
ん 

（
魚
神
山
）

 

堀　

岡　

友ゆ　

結い

ち
ゃ
ん 

（
中　

川
）

 

西　

田　

拓た
く　

実み

く
ん 

（
城
辺
乙
）

 

好　

岡　

拓た
く　

真ま

く
ん 

（
城
辺
乙
）

 

稲　

田　

若わ
か　

菜な

ち
ゃ
ん 

（
御
荘
長
月
）

 

山　

﨑　

莉り　

玖く

ち
ゃ
ん 

（
御
荘
長
月
）

 

浅　

野　

希ま　

央お

ち
ゃ
ん 

（
御
荘
平
城
）

 

山　

本　
　

仁じ
ん　

く
ん 

（
御
荘
平
城
）

 

平　

田　

斗と　

和わ

く
ん 

（
御
荘
平
城
）

 

吉　

田　

そ
ら
ね
ち
ゃ
ん 

（
御
荘
平
城
）

 
吉　

田　

和か
ず　

喜き

く
ん 

（
御
荘
平
城
）

 

浦　

﨑　

伍い
つ　

希き

く
ん 

（
御
荘
平
城
）

 

楠　

葉　

梓あ
ず　

花は

ち
ゃ
ん 

（
外　

泊
）

　

世
界
中
を
巻
き
込
ん
だ
大
き
な
戦

争
が
あ
り
ま
し
た
。
今
か
ら
60
数
年

前
の
上
野
動
物
園
で
の
お
話
で
す
。

戦
争
の
激
化
に
よ
り
、
空
襲
の
際
、

動
物
園
の
檻
が
壊
れ
て
動
物
が
逃
げ

出
し
た
ら
危
険
と
い
う
こ
と
で
、
軍

部
か
ら
す
べ
て
の
猛
獣
を
殺
す
よ
う

に
と
の
命
令
が
届
き
ま
し
た
。
動
物

た
ち
は
次
々
と
毒
入
り
の
え
さ
や
注

射
で
殺
処
分
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

子
象
の
ト
ン
キ
ー
と
大
の
仲
良
し
の

健
と
良
子

は
気
が
気

で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

そ
し
て
、

つ
い
に
ト

ン
キ
ー
の

順
番
が
や

っ
て
き
た

の
で
す
…
。

　

夏
休
み
の
思
い
出
に
、
涙
と
感
動

い
っ
ぱ
い
の
舞
台
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

対
象　

町
内
に
住
む
小
学
生
以
下
の

児
童（
保
護
者
同
伴
で
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。）

日
時　

８
月
５
日（
日
）

　
　
　

14
時
〜
15
時
30
分

　
　
　
（
開
場

：

13
時
30
分
）

場
所　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー  

ホ
ー
ル

※
入
場
料
は
無
料
で
す
が
、
整
理
券

が
必
要
で
す
。

問
合
せ　

生
涯
学
習
課

（
℡
７
３
―

１
１
１
１
）

　

愛
媛
県
で
は
、
南
レ
ク
公
園
利
用

者
の
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
、公
園
内
の
利
用
さ
れ
て
い
な
い
用

地
を
無
償
で
貸
与
し
、
民
間
事
業
者

の
方
々
と
協
力
し
て
南
レ
ク
公
園
を

整
備
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

愛
媛
県
の
支
援

・
用
地
の
無
償
貸
与

・
事
業
費
の
補
助
金
支
援
（
上
限

　

３
０
０
万
円
、
補
助
率
50
％
）

・
関
係
機
関
と
の
調
整

主
な
募
集
対
象
エ
リ
ア

①
２
号
公
園（
宇
和
島
市
津
島
町
国
永
）

　

山
林（
面
積 

約
54

）

②
３
号
公
園（
愛
南
町
城
辺
甲
）

　

山
林（
一
部
平
地
）（
面
積 

約
91

）

③
７
号
公
園（
愛
南
町
御
荘
和
口
）

　

山
林（
面
積 

約
36

）

対
象
事
業
例

　

花
畑
・
観
光
農
園
・
ド
ッ
グ
ラ
ン
・

Ｍ
Ｔ
Ｂ
コ
ー
ス
・
小
動
物
園
な
ど

　

随
時
受
付
中
で
す
。
ぜ
ひ
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

募
集
期
間

　

８
月
17
日（
金
）ま
で

※
詳
し
く
は
、
南
予
地
方
局
建
設
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w
w
w
.p
ref.

ehim
e.jp/nan5

4
1
4
1
/nankenkikaku/

nanrekukouen2
4
.htm
l

）を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
合
せ

　

南
予
地
方
局　

建
設
企
画
課

（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
２
１
１
）
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７
月
は「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」強
調
月
間
で
す

◆
町
民
課
か
ら

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

■
第
61
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る

　

運
動
」
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

　

昨
年
度
実
施
し
た
第
61
回
「
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
作
文
コ

ン
テ
ス
ト
の
受
賞
者
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

　

中
央
推
進
委
員
会
関
係

優
秀
賞

　

（
日
本
更
正
保
護
協
会
理
事
長
賞
）

小
学
生
の
部

　

丸　

山　

優ゆ　

月づ
き

（
平
城
小
６
年

：

現
御
荘
中
１
年
）

　

愛
媛
県
推
進
委
員
会
関
係

最
優
秀
賞

小
学
生
の
部 

　

丸　

田　

聖せ
い　

菜な

（
城
辺
小
６
年

：

現
城
辺
中
１
年
）

中
学
生
の
部

　

本　

多　

駿
し
ゅ
ん  

吾ご

（
城
辺
中
３
年

：

現
南
宇
和
高
１
年
）

　

７
月
の
強
調
月
間
で
は
、
広
報
パ

レ
ー
ド
や
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
、
学
習

会
な
ど
各
種
啓
発
活
動
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

  

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種

　

平
成
７
〜
18
年
度
に
生
ま
れ
た
方

は
、日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
が
不
十
分

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

社会を明るくする運動学習会

1期接種 2期接種

接種回数 通常は3歳で2回、4歳で1回 通常は9歳で1回

問診票
（接種券）

問診票（接種券）を発行し
ています。お手元にない場
合は再発行しますので、問
合せください。

申込時に問診票(接種券)を発
行します。接種を希望する
場合は問合せください。

対象者 問診票（接種券）

1期
満1歳のお子様
（満1歳から2歳の誕生日の前日まで）既に発行しています。お手

元にない場合は再発行しま
すので、申込みください。2期

保育所・幼稚園年長相当のお子様
（平成18年4月2日～

平成19年4月1日生まれ）

3期
中学1年生相当の方
（平成11年4月2日～

平成12年4月1日生まれ）4月に郵送しています。お手
元にない場合は再発行しま
すので、申込みください。

4期
高校3年生相当の方
（平成6年4月2日～

平成7年4月1日生まれ）

※問診票（接種券）と母子健康手帳を持参し、病院で接種を受けてください。
接種料金は全額公費補助しています。（医療機関への事前予約が必要です。）

　

平
成
７
年
６
月
１
日
〜
平
成
19
年

４
月
１
日
生
ま
れ
で
、
１
期
・
２
期

の
接
種
が
終
わ
っ
て
い
な
い
方
は
、

20
歳
に
な
る
ま
で
の
間
、
接
種
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
母
子
健
康

手
帳
を
確
認
し
、
予
防
接
種
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

は
し
か
（
麻
し
ん
）・
風
疹
の
予
防

接
種

　

は
し
か
（
麻
し
ん
）
は
感
染
力
が

大
変
強
い
感
染
症
で
す
。
自
分
自
身

が
感
染
し
な
い
た
め
だ
け
で
な
く
、

身
近
な
周
囲
へ
の
感
染
を
防
ぐ
た
め

に
も
予
防
接
種
は
有
効
で
す
。

問
合
せ

　

保
健
福
祉
課（
℡
７
２
―

１
２
１
２
）

【日本脳炎の予防接種】

【はしか（麻しん）・風疹の予防接種】
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特
定
不
妊
治
療
費
の

助
成
に
つ
い
て

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

ふ
る
さ
と
小
包
７
月
便

◆
南
宇
和
生
活
研
究
協
議
会
か
ら

不
妊
無
料
相
談
の
ご
案
内

♪先日、東京で開催された「南高関東同窓会」に
参加してきました。みなさんはこの会の存在を知っ

ていますか。関東だけでなく近畿でも開催されてい

て、南宇和高校を卒業した方々が年代に関係なく集

う会です。（もしかしたら全国各地で同窓会がある

のかもしれませんが、私の知ってる限りではこの2

か所です。）同じ高校を卒業した、というだけで昔か

ら知ってたご近所さんみたいに話が弾む。不思議な

繋がりです。そして飛び交うのはもちろん愛南弁!!

「おっとろっしゃよ～」「よいよ、ふといなぁーし」

「じゅーがわるい」まさか東京のド真ん中でこの言

葉を耳にするなんて…（笑）それだけで楽しくて、懐

かしくて、いっぱい笑って、気づけばみんな友達で

す。♪「ふるさと」があるっていいですね。帰る場
所があるっていうのは、本当に幸せですね。そんな

ことを考えさせられたひとときでした。♪うさぎ追い

しかの山～小鮒釣りしかの川～♪こ

の歌を聴くと、歌うと愛南町の景色

がいつもまぶたの奥に浮かびます。

(テノヒラkiku)

－あいなん音故地新－

　

愛
南
町
で
は
、
少
子
化
対
策
の
一

環
と
し
て
特
定
不
妊
治
療
（
体
外
受

精
及
び
顕
微
授
精
）
を
行
っ
て
い
る

夫
婦
に
対
し
て
治
療
費
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

対
象
者　

次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

・
夫
婦
の
い
ず
れ
か
が
愛
南
町
に
１

年
以
上
住
所
を
有
し
て
い
る
、
法

律
上
の
夫
婦
で
あ
る
こ
と

・
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

・
愛
媛
県
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事

業
の
助
成
金
交
付
決
定
を
受
け
て

い
る
こ
と

・
年
度
内
に
治
療
が
終
了
し
て
い
る

こ
と

対
象
と
な
る
治
療　

愛
媛
県
が
指
定

す
る
医
療
機
関
に
お
い
て
行
わ
れ
た

特
定
不
妊
治
療
（
体
外
受
精
・
顕
微

授
精
）

助
成
額
・
回
数　

１
年
度
当
た
り
１

回
、
５
万
円
を
上
限
と
し
て
通
算
５

回
助
成
し
ま
す
。

※
治
療
に
要
し
た
費
用
か
ら
愛
媛
県

の
助
成
額
を
引
い
た
差
額
の
範
囲
内

で
助
成
し
ま
す
。

問
合
せ　

保
健
福
祉
課

（
℡
７
２
―

１
２
１
２
）

　

ふ
る
さ
と
の

味
と
ぬ
く
も
り

を
お
届
け
し
て

28
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。

　

今
年
も
、
愛

南
ゴ
ー
ル
ド

を
は
じ
め
、
か

り
ん
と
う
や
フ

　

不
妊
や
不
妊
治
療
に
つ
い
て
、
悩

み
や
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

愛
媛
県
心
と
体
の
健
康
セ
ン
タ
ー

で
は
、
無
料
相
談
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

電
話
相
談 

日
時　

毎
週
水
曜
日　

13
時
〜
16
時

面
接
相
談

日
時　

月
１
、
２
回（
実
施
日
は
相
談

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。）

　

９
時
〜
12
時

　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

※
完
全
予
約
制
で
す
。
平
日
の
13
時

〜
16
時
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

場
所　

愛
媛
県
心
と
体
の
健
康
セ
ン

タ
ー　

１
階

問
合
せ　

愛
媛
県
心
と
体
の
健
康
セ

ン
タ
ー　

相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
℡

０
８
９
―

９
２
７
―

７
１
１
７
）

ル
ー
ツ
ソ
ー
ス
な
ど
愛
南
ゴ
ー
ル
ド

の
加
工
品
の
ほ
か
、
ヒ
ジ
キ
や
カ
ボ

チ
ャ
な
ど
も
盛
り
込
ん
だ
「
ふ
る
さ

と
小
包
７
月
便
」
を
南
宇
和
生
活
研

究
協
議
会
（
小
野
山
妙た

え

子こ

会
長
）
か

ら
お
届
け
し
ま
す
。
皆
様
か
ら
の
ご

注
文
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

発
送
日　

７
月
20
日（
金
）

代
金　

１
箱 

３
，５
０
０
円

　
　
　

（
送
料
込
）

問
合
せ　

南
宇
和
生
活
研
究
協
議
会

（
℡
７
４
―

０
０
１
６
）
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作り方

①1たまねぎを縦に薄くスライス

し、塩でもんでぬめりをとり、水

洗いをして絞っておく。

②いりごまを半ずりにし、青じ

そ、しょうがを千切りしておく。

③たまねぎ、桜えび、②を混ぜ、

しょうゆを加えて小鉢に盛り、上

からかつお節を散らす。

愛
な
ん
料
理
レ
シ
ピ
⑬

◆
水
産
課
水
産
振
興
室
か
ら

　

「
あ
い
な
ん
食
の
学
び
舎
」
の
取
組

を
紹
介
し
ま
す
。

　

町
食
育
推
進
協
議
会
の
健
康
部
会

愛
な
ん
食
育
推
進

第
26
回

〈
毎
月
19
日
は
食
育
の
日
〉

学
校
給
食

：

愛
南
○
○
カ
レ
ー

　

７
月
は
、19
日
に「
愛
南
夏
野
菜
カ

レ
ー
」を
予
定
し
て
い
ま
す
。

作り方
①かつおは一口大のそぎ切りにし、

しょうがの絞り汁、酒をふり、10分ほ

ど置く。

②しょうがは皮をむいて千切りにし、

白ねぎはみじん切りにする。しょうが

の半量とAをあわせ、たれを作ってお

く。

③かつおの水気を軽くふきとり、片栗

粉を全体にまぶし、170℃の揚げ油で色

よく揚げる。

④かつおを皿に盛り、熱いうちに②の

たれをまわしかけ、残しておいたしょ

うがを散らす。

材料（４人分）
かつお　　　　320g
しょうが絞り汁　大さじ1
酒　　　　　　大さじ3
しょうが　　　ひとかけ
白ねぎ　　　　½本
Ａ白ごま　　　大さじ1.5
　しょうゆ　　大さじ4.5
　酢　　　　　大さじ4.5
　砂糖　　　　大さじ2
片栗粉　　　　少々
揚げ油　　　　適量

主菜：揚げかつおの香味だれかけ

材料（４人分）
たまねぎ　　　　2個
青じそ　　　　　4枚
桜えび（乾）　　　10g
いりごま（白）　　大さじ1
かつお節　　　　5g
しょうが　　　　ひとかけ
濃口しょうゆ　　大さじ1

副菜：たまねぎのサラダ

で
は
、「
あ
い
な
ん
食
の
学
び
舎
」
と

題
し
て
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
を

対
象
に
、
地
域
の
人
や
異
な
る
世
代

の
人
た
ち
と
楽
し
く
交
流
を
図
り
な

が
ら
、
食
へ
の
関
心
が
高
ま
る
よ
う

料
理
教
室
や
栄
養
教
室
を
開
催
し
て

い
ま
す
。「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
孫
の
お

や
つ
作
り
教
室
」
で
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
と
お
孫
さ
ん
が
一
緒
に
お
や
つ
を

作
り
、
楽
し
く
会
食
し
な
が
ら
お
や

つ
に
つ
い
て
学
び
、「
男
の
料
理
教

室
」
で
は
男
性
が
腕
を
ふ
る
っ
て
料

理
を
作
り
ま
す
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
と
一
緒
に
作
れ
て
楽
し
か
っ
た
」、

「
家
で
も
料
理
を
作
り
た
い
」
な
ど
の

感
想
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
紹
介
し
た
教
室
以
外

に
「
高
齢
者
料
理
教
室
」、「
カ
ミ
カ
ミ

ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
」
な
ど
、
食
に
つ
い

て
学
べ
る
教
室
を
開
催
す
る
予
定
で

す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

保
健
福
祉
課

（
℡
７
２
―

１
２
１
２
）

使用している
愛南産農水産物

愛南町では、かつおの一本釣りのエサとなる良質
なカタクチイワシが補給できるうえ、漁場から港
までの距離が近いこともあり、多くの船が深浦港
に立ち寄り、かつおを水揚げしています。かつお

使用している
愛南産農水産物

たまねぎには血液をサラサラにし、コレステ
ロール値や中性脂肪値を正常にする働きがあ
るといわれています。たまねぎは、加熱する
と辛みがなくなり食べやすくなりますが、栄
養素を摂取することが目的であれば生食がオ
ススメです。

たまねぎ

栄養価（１人分）
エネルギー　  206㎉
たんぱく質　  22.9ｇ
脂質　　　      6.5ｇ

栄養価（１人分）
エネルギー　    65㎉
たんぱく質　    4.2ｇ
脂質　　　      1.3ｇ
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７
月
の
犬
・
ね
こ
の
引
取
日

は
、次
の
と
お
り
で
す

◆
環
境
衛
生
課
か
ら

ご
存
知
で
す
か

　
　

障
害
基
礎
年
金

◆
町
民
課
か
ら

シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
体
験

教
室
の
お
知
ら
せ

◆
内
海
支
所
か
ら

　

４
日
・
11
日
・
18
日

　

水
曜
日
の
８
時
30
分
〜
10
時

８
月
の
引
取
日
は
、

　

１
日
・
８
日
・
15
日
・
29
日

　

水
曜
日
の
８
時
30
分
〜
10
時

　

引
取
り
に
つ
い
て
は
、
決
め
ら

れ
た
時
間
内
に
、
認
め
印
を
持
っ
て

環
境
衛
生
課
又
は
各
支
所
ま
で
連

れ
て
来
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
飼
い

犬
・
飼
い
ね
こ
の
場
合
は
、
有
料（
愛

媛
県
収
入
証
紙
が
必
要
）で
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

環
境
衛
生
課（
℡
７
２
―

７
３
１
６
）

　

国
民
年
金
の
加
入
中
な
ど
に
初
診

日
が
あ
る
病
気
や
ケ
ガ
等
で
障
害
の

状
態
に
な
っ
た
と
き
、
障
害
認
定
日

（
初
診
日
か
ら
１
年
６
か
月
を
経
過

し
た
日
又
は
そ
の
期
間
内
に
症
状
が

固
定
し
た
日
）
に
お
い
て
、
障
害
等

級
の
１
級
又
は
２
級
に
該
当
し
た
場

合
（
国
民
年
金
法
施
行
令
の
障
害
等

級
表
に
よ
る
）は
、
障
害
基
礎
年
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
国
内
に
住

ん
で
い
る
間
に
初
診
日
が
あ
れ
ば
、

加
入
を
や
め
た
後
の
病
気
や
け
が
等

に
よ
る
も
の
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
初
診
日
の
前
日
に
お
い

て
、
初
診
日
の
属
す
る
月
の
前
々
月

ま
で
の
被
保
険
者
期
間
の
う
ち
、
保

険
料
納
付
済
期
間
と
免
除
期
間
（
若

年
者
納
付
猶
予
期
間
・
学
生
納
付
特

例
期
間
を
含
む
。
）
を
合
わ
せ
た
期

間
が
３
分
の
２
以
上
必
要
と
な
り
ま

す
（
初
診
日
が
平
成
28
年
３
月
31
日

以
前
に
あ
る
と
き
は
、
特
例
と
し
て

初
診
日
の
前
々
月
ま
で
の
直
近
の
１

年
間
に
保
険
料
の
未
納
が
な
け
れ
ば

よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。）。
初

診
日
の
後
に
保
険
料
を
納
め
た
と
し

て
も
、
資
格
要
件
を
満
た
す
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
障
害
者
手
帳
の
交
付
と
障

害
年
金
は
ま
っ
た
く
の
別
物
で
、
手

帳
の
交
付
が
な
く
て
も
障
害
年
金
が

受
給
で
き
る
方
も
い
ま
す
の
で
、
初

診
日
等
を
確
認
の
う
え
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
20
歳
前
に
初
診
日
の
あ
る

病
気
や
ケ
ガ
等
に
よ
っ
て
障
害
の

状
態
に
な
っ
た
方
は
、
障
害
等
級
の

１
級
又
は
２
級
（
国
民
年
金
法
施
行

令
の
障
害
等
級
表
に
よ
る
）
に
該
当

す
れ
ば
20
歳
か
ら
（
障
害
認
定
日
が

20
歳
以
後
の
場
合
は
認
定
日
か
ら
）

受
給
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
場

合
、
本
人
に
一
定
額
以
上
の
所
得
や

他
年
金
の
受
給
が
あ
る
場
合
、
支
給

が
制
限
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ

　

宇
和
島
年
金
事
務
所

（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
５
６
９
）

　

町
民
課
（
℡
７
２
―

７
３
０
０
）

今
月
の
社
会
保
険
・

　
　
　
　

年
金
一
日
相
談

 

○
７
月
18
日（
水
）

　

 

10
時
〜
15
時
30
分

　

 

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

日
時　

８
月
４
日（
土
）、８
月
５
日（
日
）

　
　
　

９
時
30
分
〜
16
時
30
分

定
員　

　

各
回
と
も

　

20
名　
　

　

（
定
員
に

　

な
り
次
第

　

締
め
切
り

　

ま
す
。）

対
象
者　
　

　

中
学
生
以

　

上
（
未
経

　

験
者
可
）

※
小
学
４
〜
６
年
生
は
保
護
者
同
伴

で
参
加
で
き
ま
す
。

参
加
料　

１
名  

３
，４
０
０
円

　
　
　
　

（
団
体
割
引
あ
り
）

内
容　

海
の
生
き
物
教
室
、
シ
ュ

ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
講
習
、
フ
リ
ー
シ
ュ

ノ
ー
ケ
リ
ン
グ

申
込
み
・
問
合
せ

　

須
ノ
川
公
園
管
理
事
務
所

（
℡
８
５
―

０
２
０
０
）
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７月の保健事業のお知らせ 熱
中
症
に
ご
用
心

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

 

熱
中
症
と
は

　

高
温
多
湿
な
環
境
下
で
、
体
内
の

水
分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た

り
、
体
温
調
節
が
う
ま
く
働
か
な
い

こ
と
に
よ
り
体
内
に
熱
が
た
ま
り
、

筋
肉
痛
や
大
量
の
発
汗
、
吐
き
気
な

ど
の
症
状
が
現
れ
ま
す
。
重
症
に
な

る
と
、
意
識
障
害
な
ど
を
起
こ
し
ま

す
。

▽
急
に
暑
く
な
っ
た
日
は
特
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
室
内
に
い
る
と
き
も
注
意
が
必
要

で
す
。

 

熱
中
症
の
予
防
法  

◇
こ
ま
め
な
水
分
・
塩
分
補
給
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

◇
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
を
使
用
し
、

熱
中
症
に
な
り
に
く
い
室
内
環
境
を

作
り
ま
し
ょ
う
。

◇
外
出
時
に
は
日
傘
や
帽
子
を
着
用

し
、
日
陰
を
利
用
し
て
こ
ま
め
に
休

憩
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

　

熱
中
症
患
者
の
お
よ
そ
半
数
は
高

齢
者
で
す
。
高
齢
者
は
、
暑
さ
や
水

分
不
足
に
対
す
る
感
覚
機
能
が
低
下

し
て
お
り
、
暑
さ
に
対
す
る
体
の
調

節
機
能
も
低
下
し
て
い
ま
す
。
高
齢

各種健（検）診
内　容 月日 曜日 場　所 受付時間

特定健診・肺
大腸・前立腺
肝炎検査

  4日 水
長洲集会所 ９：３０～１０：３０
八幡野集会所 １３：３０～１４：３０

  5日 木 長崎集会所
９：３０～１０：３０
１３：３０～１４：３０

11日 水 御荘菊川農村研修センター
９：３０～１０：３０
１３：３０～１４：３０

12日 木 福浦公民館
８：００～１０：３０
１３：３０～１４：３０

17日 火
高畑集会所 ９：３０～１０：３０
赤水公民館 １３：３０～１４：３０

18日 水
下久家集会所 ９：３０～１０：３０
久家集会所 １３：３０～１４：３０

20日 金 増田コミュニティセンター
８：００～１１：００
１３：３０～１４：３０

23日 月
東海公民館 ９：３０～１０：３０
東海公民館中玉分館 １３：３０～１４：３０

24日 火
小山本村集会所 ９：３０～１０：３０
中川コミュニティセンター １３：３０～１４：３０

25日 水 内海保健センター
９：３０～１０：３０
１３：３０～１４：３０

26日 木 城辺保健福祉センター
９：３０～１１：００
１３：３０～１４：３０

27日 金 城辺保健福祉センター
９：３０～１１：００
１３：３０～１４：３０

特定健診・肺
胃・大腸 
前立腺
肝炎検査

  9日 月 魚神山農協 ８：００～１０：３０
10日 火 家串公民館 ８：００～１０：３０
13日 金 一本松保健センター ８：００～１１：００
18日 水 正木本村集会所 ８：００～１１：００
19日 木 緑基幹集落センター ８：００～１０：３０
20日 金 緑基幹集落センター ８：００～１０：３０

胃がん検診

  4日 水 上大道集会所 ７：００～  ８：３０
12日 木 福浦公民館 ８：００～１０：３０
18日 水 中浦漁村振興センター ７：００～  ８：３０
19日 木 御荘文化センター ７：００～  ８：３０
20日 金 増田コミュニティセンター ８：００～１１：００
24日 火 赤水公民館 ７：００～  ８：３０
26日 木 御荘文化センター ７：００～  ８：３０
27日 金 一本松保健センター ７：００～  ８：３０
30日 月 御荘菊川農村研修センター ７：００～  ８：３０

乳・子宮頸がん検診
骨粗鬆症検診

23日 月 魚神山老人福祉センター １３：００～１４：００

※特定健診を希望される方は、ご加入の医療保険から発行された特定健診受診券と健康保
険証をご持参ください。

乳幼児健康診査
内　容 月日 曜日 場　所 対象年齢
５歳児健診   3日 火

城辺保健福祉センター
H１９年４月１日～５月３１日生

乳児健診 17日 火 H２３年１１月１１日～Ｈ２４年１月１０日生

育児相談
内　容 月日 曜日 場　所 受付時間
みるく広場   6日 金 一本松保健センター ９：３０～１１：００
げんきっ子 11日 水 内海保健センター ９：３０～１１：３０
すくすく相談 18日 水 城辺保健福祉センター ９：３０～１１：００

うみのこ広場 19日 木
西海支所２階
親子ふれあい交流室

９：３０～１１：３０

みなみっ子 23日 月 御荘夢創造館 ９：３０～１１：３０

その他
内　容 月日 曜日 場　所 時　　間

病態栄養相談 25日 水 城辺保健福祉センター
１３：３０～１５：３０
事前申込み

乳児栄養相談

「もぐもぐ教室」
30日 月 城辺保健福祉センター

１３：３０～１５：３０

事前申込み

者
の
方
は
、
の
ど
の
渇
き
を
感
じ
て

い
な
く
て
も
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を

す
る
な
ど
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
夏
期
の
電
力
不
足
に
対
し
て

節
電
の
取
組
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
節
電
を
意
識
す
る
あ
ま
り
、
健

康
を
害
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

保
健
福
祉
課

（
℡
７
２
―

１
２
１
２
）
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蛍光管は電気店又は環境衛生センターへ

７、８月の新聞・雑誌・ダンボール等、収集日のお知らせ!

 

税
務
課
等
か
ら
！

７
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

７・８月行事予定表

第１日曜日   1日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

第２日曜日   8日 福岡内科外科医院 一 本 松 ☎84-3600

第３日曜日 15日 粉川ファミリークリニック 城 辺 甲 ☎72-2111

海　の　日 16日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

第４日曜日 22日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

第５日曜日 29日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

備考１．診療時間は午前９時から午後４時まで。
　　２．診療科目は内科系の救急患者とします。

日曜日・祝祭日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

７月の当直医
一　般　内　科

救　急　担　当

固

定

資

産

税

2期分/

4期分

国

民

健

康

保

険

税

2期分/

10期分

介

護

保

険

料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

1期分/

9期分

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず
督
促
状

に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま
す
。
町
税
を
滞

納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め
る
べ
き
税
額
の
ほ
か

に
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、
駐
車

場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
が
月
末
に
振
替

と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の
振
替

日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌
月
の
10
日

で
す
。

※
該
当
日
が
休
日
の
場
合
は
、翌
日
と
な
り
ま
す
。

城　辺

中
玉
バ
ス
停
跡
、
旧
深
浦
漁
協
冷
蔵
庫
前
、
久
良
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
・
深
浦

公
民
館
、
小
屋
ノ
浦
・
古
月
・
鯆
越
・
脇
本
各
集
会
所

7/27

8/29

僧
都
ふ
れ
あ
い
交
流
館
、
緑
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
、
三
島
団
地
、
愛
南
町
役

場
、
山
出
・
太
場
・
豊
田
・
長
野
各
集
会
所
、
中
ノ
谷
・
鼻
共
同
住
宅
横

7/25

8/27

城
の
辺
学
習
館
、
東
海
公
民
館
、
矢
の
町
・
松
本
・
蓮
乗
寺
・
敦
盛
各
集
会

所

7/23

8/23

西　海

中
泊
埋
立
駐
車
場
、
西
海
支
所
、
西
海
保
健
セ
ン
タ
ー
、
外
泊
・
内
泊
・
船
越
・

小
浦
・
弓
立
・
越
田
各
集
会
所

7/19

8/21

武
者
泊
消
防
車
庫
前
、
麦
ケ
浦
バ
ス
停
裏
、
福
浦
駐
在
所
手
前
、
樽
見
小
学
校

跡
、
大
成
川
・
小
成
川
・
下
久
家
・
久
家
各
集
会
所

7/17

8/17

一本松

内
尾
串
駐
輪
場
、
上
大
道
公
民
館
、
広
見
・
中
川
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、
一
本
松
・
満
倉
・
小
山
本
村
・
正
木
各
集
会
所

7/12

8/13

内海

大
敷
貞
芳
作
業
所
、
荒
樫
、
魚
神
山
亀
井
作
業
場
、
油
袋
漁
民
セ
ン
タ
ー
、

旧
川
村
光
男
作
業
場
、
兵
頭
郁
生
さ
ん
宅
前
、
旧
内
海
支
所
、
魚
神
山
船
越
・

平
碆
・
柏
崎
各
集
会
所

7/10

8/9

御　荘

馬
場
消
防
詰
所
横
、
和
口
町
営
住
宅
駐
車
場
、
和
口
第
二
・
馬
瀬
・
深
泥
・
寺

新
町
各
集
会
所
、
節
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

7/6

8/7

御
荘
菊
川
農
村
研
修
セ
ン
タ
ー
、
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
、
平
山
・
長
洲
・
長
崎
・

貝
塚
・
八
幡
野
各
集
会
所

7/4

8/3

中
浦
漁
村
振
興
セ
ン
タ
ー
、
御
荘
中
学
校
前
、
赤
水
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

長
月
公
民
館
、
猿
鳴
・
左
右
水
・
尻
貝
・
高
畑
各
集
会
所

7/2

8/1

日 曜 時　間 行事名 場　所

７月

1 日 8：30～16：00
第22回 南レク
グラウンドゴルフ愛媛大会

南レク
城辺球場

7 土 17：30～20：00 ＤＥ・あ・い・七夕祭り ＤＥ・あ・い・21

8 日
9：00～17：00

第27回 愛媛県中学軟式野球
選手権南宇和支部予選

南レク
城辺球場

9：00～16：00
第16回
レクバレーボール大会

御荘B&G海洋
センター体育館

9 月 9：00～16：00 消費生活相談員相談日 役場本庁

11 水 13：00～15：00 行政相談
城の辺
学習館ほか

15 日 10：00～15：00
第1回 まるゴチ！
「海のレストラン」

船越漁港
埋立地

21 土
9：00～17：00

愛南サッカーフェスティバル
2012　（小学生の部）

南レク城辺 
多目的広場

18：00～21：30 一本松夏祭り 一本松地区周辺

22 日 9：00～17：00
愛南サッカーフェスティバル
2012　（小学生の部）

南レク城辺
多目的広場

24 火 8：50～14：30
第6回 南宇和郡
小学校水泳競技大会

城辺小学校
プール

28 土
10：00～17：00

愛南サッカーフェスティバル
2012　（中学生の部）

南レク城辺
多目的広場

8：30～22：00
あいなん鹿島
まるドキ☆キャンプ

鹿島ほか

29 日

5：30～15：00
あいなん鹿島
まるドキ☆キャンプ

鹿島ほか

9：00～15：00
愛南サッカーフェスティバル
2012　（中学生の部）

南レク城辺
多目的広場

未　　定 愛媛県消防操法大会
愛媛県消防学校
大規模訓練場

30 月 9：00～16：00 消費生活相談員相談日 役場本庁

８月
2 木  18：00～ 御荘病院夏祭り 御荘病院前

5 日 18：00～22：00 愛南町城辺夏祭り 城辺商店街

6 月 9：00～16：00 消費生活相談員相談日 役場本庁

8 水 13：00～15：00 行政相談 城の辺学習館ほか

12 日 8：30～17：00
第29回
四国西南地区少年剣道大会

一本松交流
促進センター

18 土 9：00～12：00
第8回 愛南町スポーツ
少年大会相撲競技

御荘B&G海洋
センター相撲場

19 日 9：00～17：00
第40回 四国王座
軟式野球決定戦南宇和支部予選

南レク
城辺球場

20 月 9：00～16：00 消費生活相談員相談日 役場本庁

21 火 18：00～22：00 愛南町御荘夏祭り 御荘商店街周辺

25 土
13：00～16：00

四国アイランドリーグPlus 
（愛媛MP VS 徳島IS）

南レク
城辺球場

10：00～16：00
第2回 まるゴチ！
「海のレストラン」

レクザム
愛南工場敷地

26 日 10：00～16：00 愛媛県空手道選手権大会
一本松交流
促進センター

■7月14日（土）～9月17日（月）　
まるドキ！海のレジャー体験
　　　　　　　　「四国初導入！シーウォーカー」
■7月21日（土）～8月26日（日）　
まるドキ！海のレジャー体験「夏のレジャー体験」
　場所　鹿島・須ノ川公園　担当課　商工観光課
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　えひめ南予いやし博2012の記念イ
ベントとして「第1回 愛南町いやし
の郷トライアスロン大会」が西海地
域で開催されました。本大会は、愛
媛県内初の日本トライアスロン連合
(JTU)公認レースで、18の都府県から
196名のトライアスリートが参加しま
した。「第1回大会」は、820名のボ
ランティアスタッフのご協力や沿道
での住民の方々の応援により大いに
盛り上がり、参加選手からは、「応
援がとても温かい。来年もぜひ参加
したい」とスタッフや地元住民の
方々への感謝の言葉を多くいただき
ました。
　選手、住民、ボランティアスタッ
フの方々が一体となって盛り上がっ
た記念すべき「第1回大会」の熱い熱
い1日の様子を写真でお伝えします。

愛で挑め、
南端の地へ
鉄人たちの熱い戦い
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 「第1回 愛南町いやしの郷トライアスロン大会」は、
西海地域の船越漁港周辺や西海道路（旧西海有料道
路）などを舞台に行われ、参加したトライアスリート
が、スイム1.5km、バイク(自転車)40km、ラン10kmの合
計51.5kmに挑みました。アップダウンの激しい難コー
スに、選手は時折苦しそうな表情をうかべながらも愛
南町の豊かな自然の中を駆け抜けました。
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【大会結果は次のとおり(男女総合 上位3位のみ掲載)】

男子
1位 丸山秀

ひ で と

人(広島県) 2:13:41

2位 福元哲
て つ ろ う

郎(広島県) 2:13:43

3位 岡本治
は る き

樹(大阪府) 2:14:49

女子
1位 細川江

え り こ

梨子(愛媛県松前町) 2:26:21

2位 長尾好
よ し こ

子(兵庫県) 2:47:35 

3位 大河内昌
ま さ こ

子(京都府) 2:57:25

　総勢820名の
ボランティアスタッフと

住民の方々の熱い声援が大会
を支えました。　　　　　　
完走した選手は、口々に

    「温かい声援だった」
「応援に力をもらった」と

話しました。

初代

チャンピオンに

輝いたのは、広島県

福山市から参加した丸山

秀
ひ で と

人さん。「地域の温かさ

が伝わってくるいい

大会」と話し

ました。
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あなたの子育てをサポートします
実施場所 問合せ 内　容 開設日 開設時間 7月のお知らせ

はまゆう乳幼児保育所
地域子育て支援センター
「どんぐりの会」

はまゆう

乳幼児保育所内

７２－４３２８

サークル活動
月   

火・木   
園庭・保育室開放 水・金   

育児（電話）相談
月～金   
土   

御荘子育て
支援センター
「こあら」

御荘保育所内

７２－０５９８

サークル活動 月・水・金   
園 庭 等 開 放 火・木  
育児（電話）相談 月～金  

うみのこ広場 出張場所：西海支所２階 サークル活動 第3木曜  

こぶたの広場
プラザじょうへん内

７３－２２８８
詳しくは「こぶた通信」に記載

育児相談・
つどいと交流
各種ワークショップ

日～金   

御荘文化センター
「あいなん子育て
応援グループ」

生涯学習課内

７３－１１１１
子育て 

  (電話)相談
木曜

 

～
～
～
～
～
～
～
～

～

～

～

１２：００  
８：００
８：００
８：００
８：００
８：３０
８：３０
８：３０

９：３０

１０：００

１３：００

１７：００  
１３：００
１７：００
１７：００
１２：００
１３：３０
１３：３０
１７：１５

１１：３０

１６：００

１６：００

たの子育てをサポートしますすす

一本松
保育所

笑
顔
い
っ
ぱ
い
。
愛
な
ん
っ
こ

●7日 夕涼み会

●7日(土)城の辺笹まつり
　製作&お楽しみイベント
●10日(火)ポケット講習
 　手作りおもちゃ製作
●19日(木)出張「わんぱく」
 　ミュージックケア♪

●6日(金)、20日(金)は
御荘夢創造館で行いま
す。

東海
保育所

●12日(木)、26日(木)

緑
保育所
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元
気
い
っ
ぱ
い

　
ア
イ
・
あ
い
・
愛
ラ
ン
ド

平城サッカークラブが全日本少年サッカー
愛媛県大会で大活躍

　船越小学校体育館で、4チーム 43名の子
どもたちが参加して「第8回愛南町スポーツ
少年大会ミニバスケットボール競技」が開
催されました。大会は4チームの総当たり戦
で行われ、愛南ミニバスケットボールクラ
ブが大会3連覇を果たしました。
【大会結果は次のとおり】

優勝  愛南ミニバスケットボールクラブ
準優勝 平城スポーツ少年団ミニバスクラブ

インティ御荘

スポ少ミニバス大会
6/　

 16

5/　

12・13

　愛媛県総合運動公園ほかで、「第36回
全日本少年サッカー愛媛県大会」が開
催され、南予地区予選(5/12・13鬼北総
合グラウンドで開催)を勝ち抜いた平城
サッカークラブが出場し、見事ベスト4
進出を果たしました。また、平城サッ
カークラブは、グッドマナー賞を獲得
し、荒金龍

りゅうぞう

蔵君(平城小6年)、若松脩
し ゅ う と

斗
君(菊川小6年)が、大会優秀選手に選
ばれました。大会終了後、主将の野田
憲
け ん し ん

伸君(平城小6年)が「今よりもたくさ
ん練習して、もっと上をめざしたい」
と力強く抱負を語ってくれました。
【愛媛県大会の試合結果は次のとおり(平城サッカークラブ関係分のみ掲載)】

1回戦 
2回戦
準決勝
3位決定戦

6/　

2・10

平城SC 4-1 久米サッカースポーツ少年団
平城SC 3-1 帝人サッカースクール
平城SC 0-3 キッズフットボールクラブ
平城SC 0-1 フットボールクラブ西条

　7月24日から4日
間、三重県で開催さ
れる全国大会に出場
するインティ御荘
が、「全国制覇」を
目標に猛練習に励ん
でいます。インティ
御荘は、4月に愛媛県
武道館で開催された「第43回全国ママさんバレーボール大会」愛媛県予選(県内21チームが出場)で、県内
屈指といわれる攻撃力で他を寄せ付けず優勝し、全国大会の出場権を獲得しました。
　全国大会での活躍が期待されます。

全国大会に向け猛練習
インティ御荘

6/　

 18

優勝 愛南ミニバスケットボールクラブ

大会優秀選手の
荒金君（写真左）
と若松君
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に け ー し ょ ん

　愛南町初のトライアスロン大会に、海中からの監視・

記録のボランティアとして参加させていただきました。

　心配していた台風の影響もなく、陸上はまずまずのコ

ンディション。しかし、水中は3m先も見えない状況。監

視や記録ができるか心配でした。いよいよスタート。海

底にまで伝わってくる水しぶきの音で、先頭集団が迫っ

てくるのが分かります。海面を見上げると、選手たちが

魚の群れのように次 と々通り過ぎます。一心不乱に記録に挑戦している人、美しいフォームで優

雅に泳ぐ人、溺れているの?と思ってしまう人、水中の私に手を振ってくれる人・・・。

　それぞれのスタイルで取り組んでいる姿を見て、私の心配もなくなり、海底からレースを見守る

ことができました。大会を支えた多くの皆さん、本当にお疲れ様でした。

（スイムのゴール付近 水深2m 2012.6.9)環境省自然公園指導員  西尾知
と も て る

照

　本日! 海
う み び よ り

日和!!●「海底からエール」番外編

5/24・25

　24日に城辺小学校で、25日には東海小学校で、町内の児童・園児とその保護者を対象

に「ほっと計画委員会(河野 満
み つ ぐ

代表)」主催の「劇団風の子 おさな星のうたたね」が公演

されました。

　恐ろしい氷魔王の魔力を溶かすことができるのは、主人公「うたたね」が歌う、母さ

んの胸で聞いた子守唄・・・。人間の持つ優しさや愛情を描いた公演を観て、土居洋
ひ ろ と

斗

君(東海小6年)が、「家族の大切さがわかり、心の良い勉強になりました。」とお礼の言

葉を述べました。

劇団風の子

6/2

　城辺小学校体育館で、自転車の交通事故防止を図り、交通ルー

ルを遵守した自転車の安全な乗り方を学んでもらおうと「平成

24年度交通安全こども・高齢者自転車南宇和地区大会」が開催さ

れ、15名の選手が参加しました。大会では、学科(交通法規)と実

技(技能、安全走行)の試験が行われ、選手は真剣な表情で自転車

の交通ルールを再確認していました。なお、次のチームが、6月

23日(土)に松前町で行われた県大会に出場しました。
【県大会出場チーム】

高齢者の部

愛南選抜(二宮節
せ つ お

夫、浅野和
か ず よ し

義、倉田政
ま さ お

夫)

こども団体の部

城辺小学校(荒地皇
こ う た

太、河野柚
ゆ ず き

紀、黒田朱
し ゅ り

里、猪野愛
あ い り

梨)

平城小学校A(山本音
と わ

羽、德永 響
ひ び き

、長山悠
ゆ う な

菜、西川未
み か ん

栞）

自転車の安全な利用を学ぶ
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　四国西南地域のゴルフ愛好者が集い「第16回一本

松チャリティーゴルフ大会(福岡義
よ し と

人実行委員長、64

名が参加)」が開催され、障害者福祉団体「ありんこ

くらぶ(宮﨑和
か ず と も

友会長)」に活動資金として20万円、

子どもたちにたくさん本を読んでもらいたいと町教

育委員会に10万円の図書カードが、また、東日本大

震災の被災地へも社会福祉協議会を通じて10万円

がそれぞれ寄贈されました。福岡実行委員長は、「大好きなゴルフを通じて何か社会の

お役に立てたらとの思いから始めた大会だが、体が動く限り続けたい」と語っていまし

た。なお、大会の様子は、あいなんタウンチャンネルで放送されています。

愛 南 こ み ゅ
5/19・20

　愛媛大学医学部重信キャンパス

で開催された「第36回 愛媛大学医

学祭」に、愛南町が出店し、特産

のヒオウギ貝や岩ガキの炭火焼で

未来の医師たちに愛南町をアピー

ルしました。参加した清水町長ほか町職員は岩ガキなどを焼きながら愛南町の魅力を伝え

るとともに、8月に御荘文化センターで同大医学部医学科の学生などを対象に開催される

「愛南町の医療を考える会」への参加を呼びかけました。

　岩ガキをおいしそうに食べていた学生は「医療を考える会にはぜひ参加したい」「地域

医療にも興味がある」「愛南町にも行ってみたい」などと関心がある様子で話しました。

　愛南町の慢性的な医師不足解消のためのPR活動として、同医学祭への出店を今後も継続

する予定です。

未来の医師にアピール

左から田村教育長、福岡実行委員長、宮﨑会長

5/19

　御荘B&G海洋センターで、御荘湾での海洋性スポーツ開始に備え、プールでOPヨット
の体験会と、水の事故ゼロをめざして安全教室を行いました。
　B&G御荘海洋クラブでは、随時会員を募集しています。お気軽に御荘B&G海洋センター
(TEL72-1117)まで問合せください。

B&G御荘海洋クラブ活動開始

5/20 ゴルフを通じて地域貢献を
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無
料
労
働
相
談
の
お
知
ら
せ

愛
媛
県
労
働
委
員
会
か
ら

放
送
大
学
10
月
生
募
集

放
送
大
学
か
ら

◆
城
辺
俳
句
会

見
渡
し
て
若
葉
の
野
点
古
戦
場　
　
　
　
　
　
　

倉
田
美
津
枝

自
在
鉤か

ぎ

今
日
一
服
の
春
惜
し
む　
　
　
　
　
　
　

宮
田
志
賀
子

山
つ
つ
じ
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
鳥
の
声　
　
　
　
　

田
村　

弘
子

志
功
彫
る
女
人
は
菩
薩
薔
薇
香
る　
　
　
　
　

大
和
田
い
そ
子

◆
城
辺
川
柳
会

「
う
き
う
き
」

う
き
う
き
と
孫
や
曾
孫
が
今
日
帰
る　
　
　
　
　

律
子

年
金
日
う
き
う
き
花
の
種
を
買
い　
　
　
　
　
　

暁

初
音
聴
く
心
う
き
う
き
風
に
乗
る　
　
　
　
　
　

一
会

大
漁
旗
立
て
て
う
き
う
き
旨
い
酒　
　
　
　
　
　

栄
華

年
が
い
も
な
く
は
し
ゃ
ぎ
う
き
う
き
し
て
困
る　

ツ
タ
ヱ

若
か
っ
た
う
き
う
き
も
し
た
懐
か
し
い　
　
　
　

一
女

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
高
く
高
い
よ
う
き
う
き
と　
　
　

登
志
恵

韓
流
ス
タ
ー
に
母
は
う
き
う
き
若
返
り　
　
　
　

き
く
み

う
き
う
き
と
何
か
期
待
し
ク
ラ
ス
会　
　
　
　
　

能
子

退
屈
も
知
ら
ぬ
う
き
う
き
い
い
人
生　
　
　
　
　

ト
ク
ヱ

は
じ
め
て
の
曾
孫
う
き
う
き
待
つ
知
ら
せ　
　
　

玉
子

う
き
う
き
と
女
盛
り
を
無
駄
に
せ
ず　
　
　
　
　

あ
き
子

何
か
変
う
き
う
き
し
ま
す
た
ぶ
ん
恋　
　
　
　
　

百
代

◆
新
く
さ
の
葉
短
歌
会
（
な
ず
な
）

桜
咲
け
ど
野
を
わ
た
る
西
な
ほ
寒
く
た
か
む
ら
深
き
に
風
の
音
な
し　
　
　
　
　
　

吉
田　

信
保

つ
は
ぶ
き
を
採
り
つ
つ
思
ふ
亡
き
母
の
作
り
て
く
れ
し
う
ま
き
の
り
巻
き　
　
　
　

藤
森
多
摩
子

娘
二
人
と
母
の
日
に
行
く
一
泊
の
旅
行
近
づ
き
楽
し
み
て
待
つ　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

久
子

も
の
言
は
ぬ
ま
ま
ホ
ー
ム
に
て
逝
き
ま
し
し
叔
母
の
み
顔
の
童
女
の
ご
と
し　
　

松
比
良
ス
ミ
子

楽
し
か
り
し
今
日
の
出
来
事
大
切
に
指
折
り
夜
半
に
短う

た歌
つ
く
り
を
り　
　
　
　
　

高
橋
千
代
子

あ
じ
さ
い
の
緑
濃
き
葉
の
狭
め
た
る
門
を
入
り
ゆ
く
母
の
十
三
回
忌　
　
　
　
　
　

宮
下
喜
久
子

放
射
線
二
十
五
回
の
治
療
終
え
庭
の
雑
草
を
夫
と
引
き
お
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
上　

明
美

　

労
働
委
員
会
で
は
、
「
突
然
に
解
雇
さ
れ

て
納
得
で
き
な
い
」
、
「
契
約
ど
お
り
の
賃

金
を
払
っ
て
も
ら
え
な
い
」
な
ど
労
使
関

係
の
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
を
図
る
た
め
、
無
料

労
働
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

（http://w
w
w
.pref.ehim

e.jp/tiroui/

）

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
24
年
度

第
２
学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
授

業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
、
心

理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文

学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま

す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を

委
員
相
談

　

毎
月
第
２
・
第
４
金
曜
日

　

14
時
30
分
〜
17
時

（
11
月
は
第
４
木
曜
日
、
12
月
は
第
３
金
曜

日
に
実
施
し
ま
す
。）

※
前
日
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。

事
務
局
職
員
相
談

　

平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　

（
随
時
受
付
）

問
合
せ

　

愛
媛
県
労
働
委
員
会
事
務
局

（
℡
０
８
９
―

９
１
２
―

２
９
９
６
）

卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た

い
な
ど
様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世

代
・
職
業
の
方
が
放
送
大
学
で
学

ん
で
い
ま
す
。
資
料
を
無
料
で
差

し
上
げ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

出
願
期
間

　

８
月
31
日（
金
）ま
で

問
合
せ

　

放
送
大
学
愛
媛
学
習
セ
ン
タ
ー

（
℡
０
８
９
―

９
２
３
―

８
５
４
４
）
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※上記情報は、広報紙掲載に対して、
　ご家族等に同意をいただいております。

心配ごと相談所

詳しくは、社会福祉協議会本所（℡70－1251）まで問合せください。

　無料で弁護士と民生児童委
員が相談をお受けします（1回の
相談人数は8人までで事前に予約が必
要。定員に達した場合は受付を終了）。
 ７月１０日（火）14時～16時
　御荘老人福祉センター

福祉法律相談
　無料で民生児童委員２名が
日常生活でかかえる心配ごと
の相談をお受けします。
  ７月１４日（土）・２５日（水）
　14時～16時
　御荘老人福祉センター

（５月受付分）

（５月受付分）

ご冥福をお祈りします

お誕生おめでとう

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊

友
好
親
善
事
業
に
つ
い
て

㈶
日
本
遺
族
会
か
ら

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を

贈
呈
し
ま
す

総
務
省
か
ら

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
愛
ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
か
ら

合
同
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す

地区名 子の名 保護者

御荘平城 田　口　蒼
そうしろう

志郎 慎
しんたろう

太郎

御荘平城 濵　田　希
の

　愛
あ

芳
よしひさ

久

御荘平城   白　川　　　菫
すみれ

英
ひで

樹
き

御荘平城   西　﨑　　　雅
みやび

一
かずひろ

志

御荘長洲 エルマン 月
つきはる

治 イスラエル 祐
ゆう

子
こ

中　　泊 吉　田　好
たか

　海
み

健
けんいち

一

御荘平山 富　岡　心
こ

　春
はる

正
まさゆき

幸

御荘平城 下　田　琴
こと

　葉
は

雅
まさかず

一

城 辺 甲 野　本　果
か

　鈴
りん

賀
よしひと

一

蓮 乗 寺 大瀬良　一
いち

　護
ご

旭
あきら

城 辺 甲 北　川　智
とも

　也
や

竜
たつ

也
や

岩　　水 有　田　陽
ひ な か

菜香 信
しんすけ

介

広　　見 宮　本　翔
しょう

  平
へい

義
よし

男
お

中　　川 岡　原　暖
はる

　真
ま

由
よしなお

直

増　　田 德　田　魁
かい

　星
せい

隆
たかし

城 辺 乙 二　神　咲
さ

　希
き

裕
ひろあき

暁

御荘菊川 西　川　結
ゆ

　菜
な

智
としひろ

博

地区名 亡くなった方 享年

城 辺 甲 中　一　チヱ子
こ

90歳

上 大 道 入　山　昌
まさ

　江
え

88歳

城 辺 乙 入　多　渥
あつ

　美
み

84歳

敦　　盛   井　田　　　勉
つとむ

82歳

広　　見 鈴　木　紀
き さ み

沙美 69歳

小　　山 市　村　春
はる

　馬
ま

91歳

平　　碆 中　平　覺
かく

　己
み

85歳

柏　　崎 松　本　治
じ

　郎
ろう

81歳

御荘平山   稲　田　　　勉
つとむ

73歳

広　　見 田　中　高
たか

　男
お

69歳

広　　見 岡　原　梶
かじ

　江
え

95歳

防城成川 松　本　喜
き よ こ

代子 92歳

御荘長洲 池　田　啓
けい

　介
すけ

45歳

中　　浦   都　築　　　弘
ひろし

82歳

柏 好　岡　惣
そう

　一
いち

83歳

福　　浦 菅　原　増
ます

　男
お

72歳

御荘平城 鼻　﨑　千
ち よ こ

代子 88歳

越　　田 三　好　美
み ち こ

智子 73歳

　

㈶
日
本
遺
族
会
で
は
、
先
の
大
戦

で
父
等
を
亡
く
さ
れ
た
戦
没
者
遺
児

の
方
々
を
対
象
に
「
慰
霊
友
好
親
善

事
業
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
同
事
業
は
、
父
等
が
戦
没
し
た

旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を
行
う

　

総
務
省
で
は
、
先
の
大
戦
で
外
地

等（
事
変
地
又
は
戦
地
の
区
域
）に
派

遣
さ
れ
、戦
時
衛
生
勤
務
に
従
事
さ
れ

た
旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦
及

び
旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦
の
方（
慰
労

と
と
も
に
、
同
地
域
の
住
民
と
友
好

親
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
実
施
地
域
・
募
集
期
限
等
詳

し
く
は
、
㈶
日
本
遺
族
会
事
務
局
ま

で
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

費
用　

参
加
費
と
し
て
９
万
円

申
込
み　

㈶
愛
媛
県
遺
族
会

（
℡
０
８
９
―

９
２
４
―

８
９
６
５
）

問
合
せ　

㈶
日
本
遺
族
会
事
務
局

（
℡
０
３
―

３
２
６
１
―

５
５
２
１
）

給
付
金
受
給
者
は
除
く
。）に
対
し
、
そ

の
ご
労
苦
に
報
い
る
た
め
内
閣
総
理

大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　

ご
本
人
又
は
ご
家
族
な
ど
か
ら
の

ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

請
求
期
限　

平
成
25
年
３
月
31
日

問
合
せ　

総
務
省
大
臣
官
房
総
務
課

管
理
室　

業
務
担
当

（
℡
０
３
―

５
２
５
３
―

５
１
８
２
）

　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
愛
ｗ
ｏ
ｒ
ｋ（
愛
媛
県
若
年
者
就
職
支

援
セ
ン
タ
ー
）で
は
、
若
者
の
就
職
促
進
を
図
る
た
め
、

県
内
企
業
約
60
社
が
参
加
す
る
合
同
就
職
面
接
会
を
開
催

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
（http://w

w
w
.ai-w
ork.jp

）

日
時　

７
月
19
日（
木
）

　

新
規
大
卒
者
等

：

10
時
〜
12
時
30
分

　

若
年
求
職
者

：

13
時
30
分
〜
16
時

　

※
履
歴
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

会
場　

県
民
文
化
会
館（
ひ
め
ぎ
ん
ホ
ー
ル
）真
珠
の
間

対
象
者　

新
規
大
卒
者
等
（
平
成
25
年
３
月
大
学
等
卒
業

予
定
者
及
び
平
成
22
年
３
月
以
降
大
学
等
卒
業
者
）
及
び

若
年
求
職
者
（
45
歳
未
満
）

問
合
せ　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
愛
ｗ
ｏ
ｒ
ｋ

（
℡
０
８
９
―

９
１
３
―

８
６
８
６
）
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愛南町の人口
平成24年 6月 1日現在

愛
南
町
の
持
つ
魅
力
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
情
報
な
ど
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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編 集 後 記

愛
は

南
か
ら

10,843 戸

24,607 人

11,518 人

13,089 人

世帯数

人口

　男

　女

　先日、西海地域で開催された

「トライアスロン大会」を、皆

さんはご覧になったでしょう

か。私は取材で、完走した直後

の選手の表情を間近で見たり、

大会の感想を多く聞いたりし

ました。完走した選手たちの、

レースを振り返ってくれるとき

の満足そうな笑顔が、とても印

象に残っています。実行委員の

方々による運営や献身的なボラ

ンティアスタッフのご協力、住

民の方々の熱い熱い沿道での声

援など、あの日の要素がひとつ

でも欠けていれば、あの感動は、

あり得なかったと思います。

　ところで、こんなことがあり

ました。大会当日、取材中の移

動に使用するための自転車(い

わゆるママチャリです。)を車

に積み込んでいた私の姿を見た

義母が「あんたも出るんよ」と

言ったのです。愛南町で、初め

て開催される「トライアスロン」

です。私の義母のように、競技

のことを詳しく知らずに応援に

参加していた人も多いのではな

いでしょうか。

　同大会が、来年も開催される

かどうか今のところ未定です

が、今回の開催で皆さんの関心

が高まり、「第2回大会」の開

催が実現すれば、さらにすばら

しい大会になることは間違いな

いと思います。

　華々しく開催されるイベント

の影には、計り知れない労力が

存在しています。しかし、関

係者各位の苦労を感じながら

も「あの感動をもう一度・・・」

と願うのは、私だけではないの

でしょうね。

　

　柴田健
けん い ち

市さん ( 敦盛 ) が、竹ひごのみで制作し

た竹の城です。竹ひご製の鳥かごづくりという趣

味が高じてこのお城の制作にとりかかり、約 2か

月かけて完成させたそうです。お城の鯱
しゃちほこ

は、岩水

公民館のものをモデルにしているとか・・・


